
　　　　　活動報告

≪活動内容≫
　本プロジェクトでは、NPO法人YLT（山形ロングトレイル）クラブと連携し、「学生サポーター制
度」を創設した。この制度は、学生がトレイルの整備や関連するイベントの実施を通じて、地域の自
然環境や歴史文化遺産に対する理解を深め、地域社会との協働により山形の魅力を広く発信するため
の活動に貢献することを目指している。今年度は、「学生サポーター制度」のフライヤーとホーム
ページを整備し、フライヤーを小白川キャンパス内の数か所に掲示した。また、学生が気軽に参加で
きるように必要な装備を準備した。YLTクラブでは、およそ２ヶ月に１度の頻度でトレイル整備やハ
イキングなどの活動を行い、学生も参加できる体制を整えた。

≪実施した効果≫
　本プロジェクトが採択された７月下旬以降に作業を開始したため、学生への周知活動は実質10月
（後期の授業開始時）から始めた。学生が活動に参加したり、問い合わせを受けたケースも数件あっ
たが、学生の活動参加は数件に留まった。季節的な要因もあり、周知が不十分であったと考えられ
る。学生を受け入れる体制を整えることはできたため、来年度は特に新入生に十分周知できるよう活
動を実施したい。

　　団体名および構成員
※団体で活動を行った場合のみ記載
（欄が足りない場合は行を追加して記入して

ください。）

令和 7 年 3 月 21 日
提出期限：令和7年3月21日(金) 

山形大学「つなぐちから。」　社会共創活動推進プロジェクト
実施報告書

報告者名

連携して活動を行った
プラットフォーム加盟機関名

山形市・山形県

団体名

  富松 裕

活動名
山形ロングトレイル整備の学生サポーター活動

氏名 所属



円

(数) × (単価) ＝

1 × 3,084 ＝

4 × 8,900 ＝

6 × 4,900 ＝

× ＝

× =

活動に関するHPや情報がございました
ら、URLの添付をお願いいたします。

本活動はNPO法人YLTクラブ（https://yamagatalongtrail.wixsite.com/yamagatalongtrail）と連
携して行った。ただし、学生サポート会員のページは一般向けの公開を行っていない。

≪スケジュール≫
　8月に学生サポーター制度のフライヤーの作成とホームページの整備を行い、フライヤーは9月に小
白川キャンパス内に掲示した。YLTクラブでは、4月～10月までおよそ2か月に1度の頻度でトレイル
整備等の活動を行った。

実施スケジュール

問い合わせ先：山形大学総務部総務課社会共創推進事務室
TEL：023-628-4615　MAIL：yu-shakaikyousou@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

(品名･使途 他)

学生への貸出用

学生への貸出用

　   １　この報告書はA4版表裏1枚以内で作成の上，メールに添付して提出してください。

35,600 円

29,400 円

円

円

本事業へのご意見・要望

支援金の用途報告

合計　68,084

（内訳） (金額)

3,084  円フライヤー

バックパック

レインスーツ

学生への周知

次年度の計画について

来年度も「学生サポーター制度」を継続し、活動を展開していく予定である。４月には特に新入生を
対象とした周知活動を、野外活動系サークルの協力も得て実施したい。また、トレイルの整備だけで
なく、YLTクラブのイベント等にも参加してもらい、地域社会との繋がりを構築する場にしていけれ
ばと考えている。


